
ＪＲ北海道の事業範囲見直しに係る関係者会議（第１回）議事録 

 

                      日時：平成 30年４月１１日(日)16:45～17:30 

                      場所：知事会議室 

 

（黒田交通企画監） 

 それでは定刻になりましたので、ただ今から、「ＪＲ北海道の事業範囲見直しに係る関係者会議」

を開催させていただきます。開会にあたりまして、高橋知事からご挨拶申し上げます。 

 

（高橋知事） 

 高橋でございます。本日は年度初め、大変お忙しい中、こうやってお集まりいただきまして、誠に

ありがとうございます。また、国土交通省の藤井鉄道局長さんにおかれましては、国会開会中、大変

お忙しい中、今日、飛行機大丈夫だったでしょうか。色々な空環境の中、こうやってご来庁いただい

たこと、本当に感謝御礼申し上げます。ＪＲ貨物の社長におかれましてもご出席をいただきまして、

誠にありがとうございます。冒頭、私の方から、私たち道庁が皆様にお声がけをし、この会議を開催

させていただくことを考えました。その経緯について若干、ご説明を申し上げたいと思う次第であ

ります。一昨年の 11 月に、ＪＲ北海道島田社長から、ＪＲさん単独では維持困難な線区の公表が

ございました。それ以降､道内各地域で、線区の利用促進策や今後の方向性などの検討を市長会、町

村会にご協力いただきながら、道も参加をし、そういう形で進めてまいったところであります。ま

た、道議会におきましても、鉄道網を含む公共交通ネットワークと地域交通の確保に向けた様々な

議論が行われてきたところでございます。 

 ＪＲさんの危機的な経営の状況を踏まえれば、持続的な鉄道網を確立していくためには、ＪＲの

徹底した経営努力を前提にしつつも、国からの実効あるご支援と、地域における可能な限りの協力・

支援が、これが一体的に講じられることが重要と認識をするものであります。そうした中、昨年 12

月には、国土交通大臣に私の方から要請をさせていただいた際に、大臣の方から、道庁及びＪＲ北

海道と緊密に連携しながら、今年の夏頃までに、大まかな方向性についてとりまとめてまいりたい

とのお話を頂戴いたしているところでございまして、今後、ＪＲに対する支援の枠組みや、地域と

しての協力・支援のあり方について、私ども道庁がしっかり主体的な役割を果たす形で検討の加速

をしていかなければならないと、このように考えているところでございます。一方で、道内の見直

し対象とされた線区の皆様方からは、ＪＲの支援を進めていく上で、ＪＲ自身の経営見通しを明ら

かにする必要があるというご指摘、また、国の支援の考え方を示してもらいたいという指摘が出さ

れているところであります 

 こうした今日的な状況を踏まえまして、私どもといたしましては、本日のこの会議において、こ

れからの我々に与えられている時間というのは、限られております。その限られた時間の中で、持

続的な鉄道網の確立に向けて、地域における議論をさらに加速をしていくために、今後のスケジュ

ールや、それぞれの皆様の考えを共有していくことが不可欠であるとこのような思いの中で、この

６者による会議の開催を呼びかけさせていただいたところでございます。皆様から忌憚ないご意見、

ご提言をいただきたいと考えているのでよろしくお願い申し上げる。 

 

（黒田交通企画監） 

 それでは、本日、ご出席いただいた方々をあらためてご紹介を申し上げます。国土交通省藤井鉄

道局長でございます。北海道市長会 菊谷 会長でございます。北海道町村会 棚野 会長でござい



ます。北海道旅客鉄道株式会社 島田代表取締役社長でございます。日本貨物鉄道株式会社 田村 

代表取締役でございます。高橋 知事でございます。それでは、意見交換に入らせていただきますが、

お手元にある参考資料としまして、先月、道が策定をしました、北海道交通政策総合指針の概要と、

その中に、鉄道網の展望を示してございますが、それらを配布しております。本日は時間の関係か

ら、詳細な説明については省略させていただきますけれども、指針については、道内の鉄道網が直

面する厳しい環境、併せて鉄道が果たしている役割などを踏まえ、道が総合的な交通政策を推進す

る上での基本的な考え方を全道的な観点から示したものであります。道といたしましては、指針の

考え方を参考に、地域での検討・協議をさらに進めていく考えであります。それでは、出席された皆

様から、それぞれご意見をいただきたいと思います最初に、知事から、発言をお願いいたします。 

 

（高橋知事） 

 それでは、私の方から発言をさせていただきます。これまでＪＲ北海道さんを巡る問題の解決に

向けて、市長会、町村会、ＪＲさん、私ども道との四者会議という形で、地域における検討・協議な

どを通じ、議論を続けてまいったところであります。ＪＲさんの危機的な経営状況を踏まえれば、

冒頭も申しましたとおり、これまでどおり、ＪＲの取組や国の支援だけで持続的な鉄道網を確立す

ることは困難と考えるものであり、地域としても、できる限りの協力・支援が必要と考えるところ

であります。一方で、沿線の地域の皆様方、あるいは道議会からは、ＪＲさんの将来ビジョンが判然

としないことや、地域の支援を求めるに当たって経営戦略を描くべきといった厳しいご指摘のほか、

支援のあり方も含めた国の考え方、国交省さんとしての考え方を示すことが必要であるというご意

見もいただいている。 

 ＪＲの経営再生に向けては、何よりもまず、ＪＲ自らがグループ企業も含めた徹底した経営努力

を行っていただくことが不可欠であり、一層のコスト削減や収益確保を含め、経営再生に向けた具

体的な取組とともに、今後の収支など経営の見通しを早期に示していただきたい、このように思う

次第であります。ＪＲ自身の経営再生に向けた徹底した取組や、経営の見通しが示されて、はじめ

て広域自治体たる道、あるいは市町村、地域からの支援について、理解が得られるようになること

を、是非、ご認識をいただければとあらためてこのように申し上げておきたいと思います。 

 また、３月２９日の新幹線札幌駅ホーム位置に係る調整会議の場でも、島田社長からご発言をい

ただいたところでありますが、東案その２による札幌駅の設置に伴って発生をする工事費の差額の

部分のそのご負担についての考え方につきましても、この路線見直しの議論が進んでいる地域の皆

様方に対して、その趣旨、合理性などを丁ねいにご説明をするよう、あらためてお願いを申し上げ

たいと思う次第であります。社長におかれては、去る３月２７日に、平成３０年度の事業計画を公

表されたところでありますが、その際、グループ企業も含めた長期の経営ビジョンを策定するとの

考えを示された認識をしているところでありまして、今後、ＪＲさんに対する支援の枠組みを協議

する中で、経営ビジョンの案について、道や地域にも説明をしていただきたい、このように考える

ところであります。 

 それから、藤井局長、あらためて、ありがとうございます。国におかれては、今年の夏頃までに、

この問題に関する方向性を一定程度まとめていくというお考えをお示しをいただいているところで

ありますが、限られた時間のもと、今後の地域における議論を加速していくためには、国、道、Ｊ

Ｒ、市町村が今後のスケジュールや、それぞれの考えを共有し、一体となって取組を進めていくこ

とが不可欠と思う次第でございますので、問題解決に向けた具体の方策について、是非、考えをご

教示いただければと、このように思う次第であります。私からは、そのようなことであります。 

 



（黒田交通企画監） 

 それでは、次に、北海道市長会 菊谷会長からご発言をお願い申し上げます。 

 

（菊谷会長） 

 北海道市長会の菊谷でございます。よろしくお願いします。 

 私も素人ながら 2年ぐらいお付き合いさせていただき、勉強までいきませんが改めて鉄道という

のは巨大な公共施設だなと思います。それだけに、なかなか見えにくい部分も多々あるかなと思い

ます。そういう面では、個人的には島田社長と 2年くらい会ったら非常にいい人だなと思いますし、

ただ、地方的に言いますと、なかなか、そいういう顔が見えないということもあって依然として表

面的な意見もあるのかなと思います。 

 自ら先ほど知事がおっしゃった経営努力をもっと具体的に示さないと、なかなか地方負担という

言葉が踊ってしまったりするとなかなか遠ざかってしまう面もあるのかなと思いますので 、是非、

その点は引き続きよろしくお願いしたい。また、先般の経営計画の話もありましたけれども巨額の

赤字が引き続き出るとのことですので、その辺も含めて特に JR グループとしてどうなんだという

意見もございますので、単体ももちろんでありますが、グループとしてどうなんだと言うところも

少し見ていただければなと思います。また、情報の提供として、利便性の向上を図る上で色んな情

報の提供の仕方があると思うので  その点も是非それぞれの市町村ともっと連携をとりながらやっ

ていただければなと、特に今はインバウンドの関係がすごく増えてきて我々のところまでも相当来

ているので情報の提供のあり方も含めて、やらないとなかなか利用が増えないと言う気がしますの

で、特に今日は東京から来たときに JRで千歳から来まして、すごいなと改めて実感しましたので、

もっと地方に流れるように数字の提供も含めて是非連携の程よろしくお願いしたい。以上です。 

 

（黒田交通企画監） 

 次に町村会会長の棚野会長お願いします。 

 

（棚野会長） 

北海道はあまりにも広すぎる大地です。今まではそれがスケールメリットだったが、この時代に

入ると、広い中でいかに効率的に地域づくりをしていくかになります。 

今回のＪＲ問題は、我々にも責任の一端があると思います。どうしても北海道は受け身の流れの

中で今日まで来ています。鉄路は国鉄時代からどちらかというと我関せずで、分割民営化した時も、

我々は議論の中に入っていなかったこともあり、なんとかなるのだろうと思っていました。ＪＲに

とっても、そういう部分（地域との関わり）で、お互い努力が足りなかった。 

このような経過の中で、この問題に対し我々が受けた印象は、いずれにしても３０年前の制度設

計がどうだったのかということ。今日までの国の各種支援策を差し引いたとしても、経営安定基金

の運用益の大幅な目減りがＪＲ北海道の経営悪化の最大要因であると捉えざるを得ません。 

国として、ＪＲ北海道に対し経営努力を求めることは理解できるが、ＪＲの唯一の株主は国であ

るとの考えからすると、そのことを地域の責任と負担に転嫁すべきではありません。これが沿線自

治体ばかりでなく、北海道全体にとって非常に重荷になっています。まずは、このことを認識して

いただいた上で、今後のＪＲの経営再生のためには、引き続き、国が中心的な役割を担っていただ

く必要があると考えています。 

加えて、本道は、広域分散型の地域構造や人口減少の進行、さらには積雪寒冷の気候など、極めて

厳しい事業環境の中で、長大な路線をＪＲ北海道一社が運営している状況にあります。このように、



他府県と比較しても厳しい条件にあるＪＲの経営再建のためには、国が中心的な役割を担っていた

だくことが大切です。 

国においては、極めて厳しい経営状況にあるＪＲ北海道に対して、これまで数次にわたり支援を

行ってきたところであるが、それでもなお、ＪＲの経営は厳しい状況にあるということを我々も重

く受け止めながら、地域としても、可能な限りの協力・支援を行っていく考えであります。 

一方で、地域においては、ＪＲ北海道の経営再生に向けて、ＪＲ自らの経営努力とともに、国の支

援の考え方を示すべきとの意見が多く出されているので、国においても、ＪＲの経営再生に向けた

支援も含め、その考え方を早期に示していただきたい。 

また、ＪＲ北海道に対する支援にあたっては、道内自治体が、いわゆる「上下分離方式」の下の部

分（鉄道施設など）を保有して、鉄道運営を継続的に担っていくことは現実的に無理であると認識

しているので、この点はＪＲと国が責任を持って維持管理していくことを踏まえた制度設計となる

ようお願いします。但し、上の部分については、我々ができることは精一杯努力したい。 

 

（黒田交通企画監） 

 ありがとうございます。髙橋知事をはじめ、菊谷市長会長、棚野町村会長からご発言がありまし

た。これを踏まえまして、JR北海道島田社長よろしくお願いします。 

 

（島田社長） 

 まずもって、当社の問題ではありますが、当社だけでは解決できないということで、大変お忙し

い中、関係する方々がこうした形で一同に集まって、問題解決についての議論の場を作っていただ

いた、かつ考え方を共有する場を作ろうと呼びかけていただいたことに、感謝を申し上げたいと思

います。 

 当社単独では維持困難な線区のうち、今後とも鉄道として維持していく線区については、必要な

自助努力を今後も続けるものの、当社だけの負担で維持していくことは残念ながら困難であり、可

能な範囲で、国及び北海道、関係市町村の皆様のご支援をお願いせざるを得ない状況にあります。

線区維持に必要なご支援のご理解をいただくために、「将来の経営見通し」を示してほしいとのご要

請はごもっともであり、地域においていただいた意見も踏まえ、当社としても国や道と相談して、

できるだけ早い時期に概要をお示ししたいと思います。  

 また、「グループ経営ビジョン」についても、道や地域の皆様にご説明させていただくつもりです。

その上で、今後の個別線区維持のための議論において、人口減少や、高規格道路整備拡大も見据え

た中、我々の世代でこの問題を解決するために、地域の皆様とご相談をさせていただきたいと思い

ます。 

 また、ご指摘いただいた北海道新幹線札幌駅ホーム位置の決着に当たっての差額負担の考え方に

ついても、地域における協議の場を活用させていただいて、ご説明させていただきます。 

なお、極端にご利用の少ない線区については、莫大なコストのかかる鉄道よりも、バスの方がよ

り地域に適した交通サービスを提供できると考えており、引き続き、地域の皆様とご相談を続けて

まいりたいと思います。 

 安全を最優先とした地域の公共交通の重要な一角を担う事業者としての使命を忘れず、また、増

加を続けるインバウンド対応も含め、地域と協働して観光面で当社が果たせる役割と、北海道の持

つ豊富な資源と機会を活かした事業の多角化にも積極的に取り組んでいく所存ですので、今後とも

ご指導よろしくお願いしたいと思います。 

 



（黒田交通企画監） 

 ありがとうございます。JR貨物 田村社長よろしくお願いします。 

 

（田村社長） 

 JR貨物の田村でございます。 

 JR貨物はご承知のとおり、国鉄改革に伴いまして誕生しました全国一円で貨物鉄道事業を運営し

ている会社でございます。北海道に関して述べますと、北海道と全国各地の間で大量の物資を貨物

列車で輸送しております。道内からは、たまねぎ、馬鈴薯などの農産品はもとより、紙製品や自動車

部品などの工業製品等を全国の消費地や工場に発送しております。 

 また、全国各地から道内に向けて、宅配貨物、加工食品、衣類、書籍、雑貨など、生活に必要な物

資を届けております。 

 経営的なことに関しては、北海道に関わる鉄道貨物輸送は、対本州の輸送は、ほぼ収支均衡して

おりますが、道内輸送は赤字になっております。道内輸送は、季節波動や片荷輸送などの物流特性

があります。 

 そういう状況の中でも弊社は、これまでも平準化やあるいは、ラウンド輸送を目指して経営努力

を重ね、輸送の維持に努めてまいりました。 

 例えば、昨年９月からビール会社４社の共同輸送を札幌～釧路間で実現しており、これは片荷輸

送の緩和に繋がっております。 

 道東・オホーツク地区からの貨物は、基本的に札幌貨物ターミナルを中継して本州へ送っている

が、一部は室蘭線をバイパスルートとして、直接本州へ送っております。 

 このルートが使用できなくなると、千歳線を経由して輸送することを余儀なくされ、さらにダイ

ヤ調整が厳しくなることが想定されております。 

 これから様々な検討がありますが、地域での検討・協議に当たっては、鉄道貨物輸送をご利用い

ただいているお客様や経済界・産業界等の皆様のご意見も踏まえ、今後も地域の皆様に、必要な情

報を提供しつつ、議論が進むように協力していく所存であります。 

 

（黒田交通企画監） 

 次に、鉄道局 藤井局長からご発言を、お願い申し上げます。 

 

（藤井鉄道局長） 

 国土交通省鉄道局長の藤井でございます。本日は高橋知事のリーダーシップの元に、菊谷会長、

棚野会長にもお越しいただきまして、地元の自治体、このＪＲ北海道問題を考えるという場を設け

ていただき、改めて御礼申し上げます。鉄道がいかに地域に大事かということを真剣に地域の方々

が考えていただいていることの証だと思っております。鉄道行政を預かる身としましても、しっか

りと対応してまいりたいと思っているところでございます。 

 このＪＲ北海道問題につきましては、一昨年のＪＲ北海道の単独では維持困難な線区の発表以来、

様々な議論が行われてきたところでございます。特に先ほど資料でご説明がありましたけれども、

交通政策総合指針という中で、線区別のあり方ということがとりまとめをなされているところであ

ります。これは各路線の将来像を検討していく上で、一つの基盤となるものと考えております。こ

れは各地域の問題に直結しておりますので、やはり地方の行政のリーダーシップがどうしても必要

な部分かと思っております。道庁においては引き続き、あるべき鉄道サービス、あるいは公共交通

のあり方について議論が進むように中心的な役割を担っていただければと思っているところであり



ます。 

 さらに、さきほど両会長のお話にもありましたけれども、会社の経営、線区のおかれた状況につ

いて、積極的に情報を提供をしてほしいというお話がございました。棚野会長からも、さきほど、Ｊ

Ｒとの関係、さらに鉄道との関係について率直なご発言がありましたけれども、そういった面はで

すね、私ども鉄道行政を担当している身からしますと、北海道だけではなくですね、国鉄からくる

ＪＲにある程度共通した問題であろうかと思います。いわゆる国がやっていた鉄道だということで

ありますので、あるいはどうしても全国ネットワークから派生をしておりますので、地域との関係

というのは相対的に薄かったと。今、人口減少、高齢化という、お客様が減るという中で、鉄道路線

をどう維持するかということが全国で問題になっておりまして、その中でＪＲを含めてですね、自

治体の皆様、県、さらには道庁、市町村も含めてですけど、そういった関係をしっかりもっていかな

いと中々将来のビジョンが描けないということが全国的にも非常に理解をされてきているところで

す。そういったところをしっかりご理解いただいているということを、改めて積極的にご発言をい

ただいたところでございますので、その点につきましてはＪＲも一連の指摘を受けられて、そうい

った情報公開に努めておられると思いますけども、ぜひ引き続き、こういった自治体との意見交換、

情報交換を密にしていただければというふうに思うところでございます。さらに経営の今後の見通

し、それが示されることが必要なんではないかというお話がありました。この点は、私ども全く同

感でございます。 

 先ほど高橋知事からも、支援のあり方についてご発言ありましたけども、地方の支援についても

そういったものが必要であると同時に、国が支援を行うに当たっても、ＪＲ北海道が将来どういっ

た経営の見通しを持っているのか、どういった将来を描いているのか、そういったことの上に必要

な支援をするということが必要であると考えていますので、そういった見通しを作るということに

ついて、昨年来、私ども、ＪＲ北海道さんとは相当密に意見交換を重ねてきているところでござい

ます。今、それに向けては、先ほど高橋知事からご紹介ありましたけども、夏に向けて基本的な方向

性を取りまとめるということで、そろそろ詰めに入っているということで、まだ全貌を申し上げる

ということはできませんけれども、先ほど知事の方からも、そういったものについての具体的な方

策とはどのようなものがあるのかというご質問がございましたので、その大きな考え方に触れたい

と思います。先ほどの、いわゆる維持困難な線区の問題に非常に顕著に表れておりますけども、結

局、人口が減る、高齢化する、あるいはモータリゼーションで人が必ずしも鉄道では動かなくなっ

ている、そういったことによってお客様が減って、昔のような鉄道経営がなかなかできない、こう

いった問題が全国ベースでございます。特に北海道については、ローカル線だけでなくて幹線につ

いてにそういう問題があるというところが、より一層深刻なところであります。ただ一方で、そう

いったある意味のマイナスの面とともに、北海道ならではの、北海道しかないプラスの部分という

のもたくさんあるのではないかという認識をしているところでございます。一つは先ほど、複数の

方々からご発言ありましたけども、インバウンドのことがございます。 

 インバウンドはご存じのとおり昨年 2,800 万ということで、1,000 万を超えてからもう何年も

たたずに 2 倍 3 倍ということで、国が目標としている 4,000 万、さらには 6,000 万、そういっ

たことに向けての動きが加速をしているところでありますけども、改めて、私どもで観光庁などに

も、タイアップして調べたとこを見れば、どこへ行きたいかというときに、北海道というのは、日本

の中でまさに東京に次ぐ、そういったエリアでございます。北海道は、このとおり広いエリアです

ので、先ほどお話しがあったように、北海道札幌だけではなく津々浦々にという意味でインバウン

ドが道全体に広がっていくということは、観光行政の観点からも非常に重要なことであると思って

いる次第でございまして、その移動の足を担う重要な役割としてＪＲ北海道があると思っていると



ころであります。 

 さらに中核としての札幌市があるわけですけれど、札幌市は２００万人に人口が達しようという、

非常に大きな都市でございます。集積がありそこを中核として人々へ広がっていくと、ここに新幹

線が２０３０年度ということで整備新幹線として進んでいるところでございます。これは新幹線が

できたときにまさに、その幹がさらに太くなっていくと、これもＪＲ北海道の将来の経営というこ

とに関してに向けてポジティブな面だと思っております。こういった状況の変化というのをですね、

しっかりとらえた上でですね、そういった明るい未来というのを見据えた上ですね、それまでしっ

かり足腰を作っていくと、そういったことを今回の事業の見通しの骨格に据えるべきだと思います。

先ほど多角化のお話が島田社長からもお話がありましたけど、そういった面で、鉄道会社というの

は、他のＪＲ、私鉄もそうですけど、鉄道だけで事業をしているわけではありません。それ以外の事

業というのも大きな収益源になっていて、そういった収益源のもとでですね。赤字の線区というの

ものを合わせて維持をするということができるということもありますので、そういった面について

もぜひこれからＪＲ北海道にも精力的に取り組んでいくということが、今後の大きな方針になるの

ではと思っているところであります。 

 この方向性というものにつきましてはですね、自治体の皆様とご議論した上でですね、しっかり

成果のあるものとして、これをもとにしてＪＲ北海道がこのあと、まさに立て直していけるんだと、

明るい未来切り開けていけるんだというそういった、ものに作り込んでいきたいと思っております。 

 最後に先ほどのインバウンドの関係、観光の関係とも関わりますけど、今国交省ではですね北海

道でいろいろな観光列車が走らせられないかということを考えているとこでございます。もともと

ＪＲ北海道は、発足後ですね、１番観光列車というものを展開するのに熱心なＪＲの中でも非常に

先駆的な会社であったなと思いますけど、そういったいろいろなその車両も老朽化しているよう状

況で、なかなか今の投資力ではできない。ただ一方で、ＪＲ北海道の今の制度のネットワークを使

って、そういった観光列車を走らせてみたいという方々、かなり関心をもつ方はいらっしゃると私

どもは認識しております。それについては、道庁のほうでモニターツアーも実施していただいて、

非常に好評であったと伺っておりますけれども、これはむしろ、ＪＲさんが線路を持っておられる、

ある意味大家さんでありますので、そういったところにＪＲ北海道さんの協力も得て、色々車両を

走らせてみたいと言う方々が、色々な層のお客様を相手にして、色々なエリアで、色々なやり方で

線路を使う、それがまたＪＲ北海道の収益源にもなり、そういった収入も含めて、またその線区が

生きると、そういった道を探っていきたいと思っているところであります。 

 このあたり、観光の魅力という点につきましても、自治体の皆様のご協力なしにできないことで

ありますので、しっかりこのあたりもですね、こういった会議の場も活用して連携も深めながら、

取り組んでまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

（黒田交通企画監） 

 ありがとうございます。皆様からひととおりご発言をいただきました。これまでの発言を踏まえ

まして何かご発言はありますでしょうか。 

 

（菊谷会長） 

 観光列車の話なんですけれども、もうひとつですね、地方というのはホテルがないんですよね。

そうすると、我々は観光が関係ないというふうになりがちなので、ぜひこれ民泊を含めて、ＪＲさ

んの多角化の話も先ほどあったので、そういうＪＲが持っている潜在能力をもっと活用できるので

はないかなと思いますので、ぜひそういった点のご協力もいただければ、特に小規模の市町村、や



る気が出ると思うので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 それと、道の交通指針の中にシームレス交通が出てきてて、非常にいい考えだなと思って。実は

私、今年で市長になって２０年目で、最初に一番取り組んだのが、実は買い物難民なんですよ。中心

街はいいのですけれども、それ以外がほとんど買い物をする場所もなくて、色々な調査、アンケー

トをやって、北海道運輸局の力も借りて、乗り合いタクシーがあったんです。そういった経験も踏

まえて言うと、先ほど島田社長がおっしゃった鉄道からバスへの転換というのは、必ずしもそうな

のか、という。どっちも、という意味なんですけれども。必ずしもバスへの転換がすべて正しいとは

限らないので、道庁のおっしゃるシームレス交通というのは、まさしく色々な可能性を、今までの

経験で「これが交通体系だ」というのではなくて、伊達市も取り組んでみたいと思うのですけれど

も、交通をもっと見直したらいいのではないかと考えておりますので、ぜひ、絵にかいた餅になら

ないように、シームレス交通というのをもっと具体的に議論できれば、それはバス事業者、タクシ

ー事業者含めて可能性が出てくるのではないかなと思うので、その点もＪＲ中心にモノを考えてい

くと、これから例えば高校統合とか色々あって、うちも小学校がほとんどなくなりかけているんで、

それを含めて、交通そのものを、鉄道だけではなくて、全体で議論しないとなかなか地方が「バス転

換、わかりました」といかない状況であると。逆に、私もバス転換したのですけれども、負担が増え

る可能性もあるので、そこらへんはぜひ慎重にお願いしたいなと思います。 

 

（棚野会長） 

 観光列車の話があったが、こういう話を早くしたいと思っていました。北海道は広すぎる。札幌

に来て、千歳に来てという観光では、今までと変わりません。エリアエリアの良さを味わってもら

う。点ではなく線で。そのためには背骨が必要であり、それが鉄道です。これがしっかりしていて、

それをベースにする。最近の観光はニーズも多様化しています。 

各首長は、地域の経済活動を観光に結びつけられないか、真剣に考えています。これからの北海

道観光と観光列車、さらにはＪＲ北海道が一緒になって取り組んでいくことが大きなプラスになる

と思います。 

 

（黒田交通企画監） 

 はい、ありがとうございました。他になにかございますでしょうか。 

 

（島田社長） 

 いま、観光列車のお話を出していただきましたので、私の方からも一言触れさせていただきたい

と思います。 

 私どもは観光列車については会社発足以来から、かなり積極的に、全国の中でも取り組んでいた

社の一つだと思っておりますし、北海道という観光地として非常に恵まれた仕向先に所在している

鉄道会社ということで、そうした取組を積極的に行ってきたつもりです。 

ただ、近年、特にここ４，５年は、それ以前に安全の再生を優先せざるを得ないというような状況

のなか、ヒト、モノ、カネを安全に関する施策に集中せざるを得なかったというようなことが実情

であり、そうした意味で、近年においては、取組について色々なご意見を頂戴しております。まだま

だ、安全の再生の取組は道半ばではありますが、ちょうど今年が「安全投資と修繕に関する５年間

の計画」の５年目の節目を迎えて、次の計画に入っていかなければならないというタイミングでも

あります。 

豪華観光列車をいきなり始めることはできませんが、身の丈にあった当社ならではの取組、特に



維持困難線区の問題がきっかけではありますが、再び地域の皆様と、様々な形で、鉄道の利用促進

という観点で、意見交換をするという機会をこの１、２年持つことができまして、それを活用させ

ていただき、また連携、協力をいただきながら、地域地域における、先ほど棚野会長からもお話があ

りました、札幌発中心のということでは必ずしもありませんが、地域路線に走らせる、地域の観光

列車のような取組を始めさせていただきたいと考えているところです。 

 他方、藤井局長からご提起のありました、私どもだけではいきなり飛びつけない観光列車の運行

につきましては、事業者さんの方で是非やってみたいという応募があった場合は、私どもとしても

全面的に、観光地北海道ですので、それにふさわしい観光列車が走るということは、色々な意味で

効果があると思いますので、積極的にご協力を申し上げたいと思っております。 

 

（黒田交通企画監） 

 ありがとうございました。それでは、最後に知事から本日の会議について、まとめてご発言をお

願いいたします。 

 

（高橋知事） 

 本日はありがとうございました。私から、冒頭、ＪＲさん、あるいは国交省さんにこういった点で

ということもお願いを含めての問題提起の発言をさせていただき、それに続いて市長会会長、そし

て町村会会長からそれを補完するかたちで、まさに地域として我々がどういうことを皆様方にもと

めているのかということについて、それぞれ発言をしていただいたところでございます。それを踏

まえて、ＪＲの島田社長からは地域の意見を十分踏まえながら将来的な経営見通しについて、国や

地域、道とも相談をして、できる限り早期に提示をしていくというご発言があったところでござい

ます。この問題の解決に当たっては、単にＪＲ北海道の経営をどう再生していくべきか、といった

視点だけではなくて、利用者たる道民、あるいは道外からのお客様に責任を有する公共交通の担い

手として地域に根ざし、地域とともに発展するという経営理念を持っていただき、もちろん持って

おられると思うのですが、そのもとに将来を見据えた鉄道網のあり方や、それを支えるＪＲ北海道

の経営再生のあり方について、丁寧なご説明をこれからも地域に、そして私たちにしていっていた

だければというふうに思う次第であります。経営の多角化についてもお話がございました。グルー

プ企業を含めての経営ビジョン、そして多角化、さらには観光列車の取組についても、これからの

思いをＪＲの島田社長からいただいたところでありまして、ＪＲ大好きな高橋としては、大いに個

人的には期待をさせていただきたいというふうに思っております。 

 それから、ＪＲ貨物の田村社長からは、鉄道貨物の現状についてのご報告と現状認識についても

お話がございました。本州とのやりとりについては、ほぼ収支均衡であるけども、道内輸送に赤字

があるということの再度の認識のお話がございました。それは、一つは農産物の運送等もあるとい

うことを踏まえての季節波動の問題、あるいは片荷の問題、こういった物流の特性があるというお

話もあったところであります。そういった中で、私どもも注目をしておりました、ライバル関係に

あるビール会社 4社が共同輸送というのを、道央と道東との間で実現をしたということを、去年の

９月からですか。こういうこともあって、片荷輸送の緩和などへの試験的な取組として、私どもも

注目をいたしているところであります。あとは室蘭線の話などもあったわけでありまして、これか

らＪＲ貨物さんにおかれても、北海道というのは特に物流において、鉄道貨物は他の地域との比較

において、特性を有しているのは、広大が一つの特徴だと思いますので、これからは人流だけでは

なく、物流という観点からも路線見直しの問題を議論するために、ＪＲ貨物さんにおかれても議論

に積極的に参画をしていただければと、このように思う次第であります。よろしくお願いをいたし



ます。 

 また、わざわざ東京からお越しいただいた藤井鉄道局長からは、様々私どもの地域の認識につい

て一つ一つ丁寧に、その受け止めのご説明をいただいたこと、誠にありがたく思う次第でございま

す。そして、夏頃までの大まかな方向性につて、様々な議論をしていると、いうお話もいただいて、

私も心強く思った次第でございます。そして、これはＪＲの将来ビジョンであり、また、北海道の鉄

道ネットワークのビジョンとしての位置付けで、局長からおっしゃっていただいたインバウンドが

増加している、北海道人気が高い新幹線の札幌まで、2030 年に来るなど、いい面に注目する形で

そういった北海道の明るいを見据え、それまでにＪＲさんの足腰を鍛えると、こういったことが重

要と認識をすると、ＪＲさんを指導されるお立場、国交省のお立場でいただいたことは、私も大変

にありがたく思った次第でございます。また、観光列車についても、大変夢のあるお話で、そしてそ

れを具体的に国交省さんとして、観光庁さんとも連携をしながら、鉄道局さんとしてもご議論をい

ただいているということも、大変心強く感じた次第であります。私ども道は、本当に小規模であり

ますが、夢を求めて観光列車を、皆さん地域も熱心なので、やらせていただいているところでござ

いまして、今年もやります。やらせていただきたいというふうに思っております。 

 こうした形でこの会議において、市長会さん、町村会さん、ＪＲ北海道さん、ＪＲ貨物さん、国の

国交省さん、そして私ども道、この関係６者が集って意見交換をし、情報共有をし、これからのスケ

ジュール感も踏まえながら、しっかりと取り組んでいくことが確認できたことは、有意義だったと

このように感じるところでございます。道といたしましては、本日皆様方からお示しをされた考え

方について、地域の沿線の皆様方にしっかりとお伝えをしながら、道内それぞれの地域の特性に応

じた鉄路を含めた最適な交通ネットワークの構築に向けての議論をさらにひたむきに進めていかな

ければならない、このように強く思ったところでございます。これからも皆様方お忙しいと思うわ

けでありますが、この場の日程調整をまたさせていただきますので、ご参集いただければとこのよ

うに思う次第であります。本日は誠にありがとうございました。 

 

（黒田交通企画監） 

 以上で終了させていただきます。ありがとうございました。 

 

以上 


